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善このたび当社のコーヒーメーカーを 
お R い上げいただき，まこにありがと 
うございました。 

• ご使用前に，この取级説明霧を■後まで 
fi； 法みのうえ、正しい使い方で未6 くご 
愛用ください D 

■万一ご使闷中,わからないことや不具合 
が生じた時 * お役に立ちます-またお洗 
み「こなった S とは、大切に择營して C だ 
さぃ。 

燦坤日本電器 


コ ー ヒ ー メ ー カ ー 

取扱説明書 

TSK -196 A 



ちくじ 

1安全のため必ずお守りください…… p-i 

Z 各部のなまえとはたらき…… . P ..2 

3.仕 様，……….”— . … P .2 

4使用上の注意……………………… " P .3 
5- おいしくお飲みいただくために…… P .3 

6.ご使用方法……… .*. ”…■… p ，4~6 

アお手入れの仕方………■■-…"… 
a お湯の出具含が悪くなったときは… 

9, アフターサービスについて， . P .7 





















安全のため必ずお守りください 


♦ここに示した注*_項は，危番や撗凿を未然に防 It す否ため『こ邏要な内容 T すので，.必ず守ってください。 


A 警告 
主意 


人が奸亡または！*を6ラ町眭性が®足 1 
S れる内容.. 

A が機 W £ ta! ラ ar 堆性及ひ吻 pi 檇 w のみ 
の発生が®瓦される内？?.. 


絵 S 示の例 


I 


S ® 号は，ぼ止」（しないで 
《ださい）を示します A 
■£ 号は 1 『強制』（必ずし T 
<ださい）を示します。 


「 / h 警告 1 


作理枝街*以《故 * 対1こ分解レた y , 

昧埋’改速をおこな七ない, 

# S^Lf y , Bwfcff し Tirrt^tT るこ ttf 

^ VWT * 


寒にゥけたり t 水をかけたりしない 《 

響鼉钃■シ3 ―卜め&れがあ y j す 《 

0 

子供だけで洗町さ甘た 1 •入幼免の芋の a 

<ところで_しない B 

•4* ，や:すと - : TJi'tr SStlU 1 * ns T . 

〇 

定梅的并以上のコンセントを堪?全で悚用 

する ■ 

** ね tw と併用すると.分 it コンセント mn 

ft 火す*ことが R，J * す + 

0 

ガ，スカ:/プなしで使馬レない 0 
«§•しで31汰す慼ことがあ M 寘す ■ 


f /h 注意 ) 

❶ 

_濺ブラグをと字は_霉瀝コードを 
抟たす彳こ必ず電源ブラゲ掘分をもって引 

S 抜べ • 

善#■:やシ3-卜 L"Cft 火す4ことが#^ J * す9 

0 

不安定な場 ffi や!!？ li [ 闼い»均の上 T !itt 
用レない B 

■ASmffHt な 1 JA す， 

0 

m » n - ドや钃麄プラプが偏んでいた a 
ユンセントの圣込みがゆるいと疰は使興 
しない • 

•&霪•■ショート rR 火？ JJtffll ：： なリ龙む 


使用盼以外は，《对プラグをコンセント 
から HK - 

_けがややけど_ IW 劣化に J ： る®電*屬鬵戈哭 

め uni こな y 

Q 

鼂«コードを_つ■けたり t «■ 芒せたり. 
/:!]i したり、 s 性|こ e けた今|っ s * っ 
たり，た d ねたり， M いものをのせたり. 
はさみ込ん it りしな 

*« ■■コート' ^ c »... ^ -饜》(^■里 Etfr V 

ft . 

⑧ 

使用9や使用 A 後は琛通板ゃ141出 Q に 
手を切れない。 

•A 邐て r 的てゃ巧 t ；_ の east な衫 在す》 

1 TM ' こ lUlifif こは5 h btt ないて < n ；5^'. 

0 

交 »iaav 以外の電涵は使用しない E 
奉*災 4 DWS となり 3 C れ 

0 

ガラスカ臂プは_火にかけな IA また* 

子シンシで使用しない a 
_ Hnty . £1てが*舡した|11し*す， 

_ J 


{ お 顧い 1 

取级はて11ね 1 A にお闞 U しま T & 

_悬とし m « Li *# tMXr . m -6 t 
故！*の，因丨こ： 

水タン：？には水！^外入れない T くだ 
さい。 

t . 

互だきし!5¢いでください- 
&4 JT . 

本体ぼ尨洗 t \しないでぐださい， 

、 _シ3■卜 j « n ^ anA r *y it . 

IEhrT ：3 — t 一を作る1行は，スイホタンを【切 J l：Ltp W 5 分甬フて《ださ y , 

ttL ■たりケら■，ゾ [=4 Wft 吵式の ■EldU f リ 































2 -各部のなまえとはたらき 


ホルダー 


スイッチ 


入れるとパイロット 
ランブ Sflln ■至 T 


がラスカップふた 


がラスカップ 
■asfeco* けな 
い T くだ f い 


A 

、 

1- — »^. 1 nr -— -Jj 


W 

メ 7シ ユフ， ル ダー 

V 

バスケット 



水タンクふた 


■ M ±0 


水タンク 

甲にが木 a 目® 
フいています 


シースル水靈窓 


* M 3 —ド 


電35プラグ 


計■スプーン 
v リ-栌购 



承 M 

AG 1 D 0 V 5 O /60 HZ 

スイッチ 

「入」{ランプ点灯〉「切」 

消費蚕力 

aoow 

温度ま節器 

サーモスタット 

水タンク容置 

1500 ml ¢1〜12カップ} 

温度ヒューズ 

240^： 

S 屋(約） 

1.6 KS 

3—ド長さ 

1.4 m 

大きさ（約） 

€1 e&mnx ft 行 2&2 m [ r,x 高 |31 Omm 

付諷呈 

計置スプーン1悃 
























































4 . 使用上の注意 


やけどに注意 


水タングは水だけ入れる 


■ド U ププ瀘1¢『こガラスカ少プを取り外した時 . It 
出□より熱い教笊が出*すのでご注寒< ださい， 


_本タンク I こは熱牛乳 t コーヒーなど本以外の 
ものを入れないでください， 



ガラスカップの畋 y 扱いに注意 空だ#しないで 


_ガラスカ，プ『3 b iiiferc かけない t <ださい* 
•投げたりぶ ■? けたりしないでくた-さい* 

■本 ■(* を接 ft する時は..ガラスカップを别『こして；！ 
ん T くだ古い^ 

〇カヴプが醪 T . ail す*こ 



■コーヒード _ j ップ以外はガラ.ス.カップを里の状寒 
_でスイ v テを「入 j I こしないてください， 




いしくお飲みいただくために 


•コ•ヒ”粉^開 M 後 KM して冷保符し i T きるだけ罕《お使いくださ！^ 

•コ~ヒ_を作 ot いる閩1こカップをあたため r お< t. がさめにく <1おいしくいただけます* 

• I 5分以上免 ia しますとコーヒーぬ法が*ちます* 

代表的な3_匕_3の da と特徴 


コーヒー笠の棚薄 



苦味 

3—ヒー笠の權翱 

BtK 

中 S 

苦味 

モ カ 

_ 



ブラジ j レサントス 


• 


3 □ンビ7 

• 



サルパ！ 1 ル 


* 


キリマンジャロ 

_ 



プルーマウン亍ン 


_ 


3スタ 1 J S 

_ 



ロプスタ 



m 

ガタラマ 

• 



マンデリン 



• 


- 3 - 
















































ご使用方法 


初めてご使用 I こな办時，また長期間ご使用にならすに保通されていた時は、£~ &回コ ー t 一职を入れない 
で水 E けでド 1 J ツプして く K さ Vi 。 



い;/トコー匕一の作り方 


1,メッシュプイルタ*' 1 をセットし.コ**ヒ**粉を入れます B 


①バスケット I こメツシ a フイルターをセツトします a 


スイ y チ li「tiDj 



S 子相:だけ用や卜幼兄の手のところで 
¢>0¢用は村にしないでくだ？い* 

C •，やけどや苺1の S れがあります， 


@コ_粉を入れます a 

[注]•討 ■ 文プ，ン1 2 ff をこえる]， t — 盼は入れな 
いで< ださい B 

■ 1~ £カップ¢*5 1 st 少し；めに入れてください。 

® バスケットの溝芪をホルターの调苈に台わせて 
セットします。 

〇浮いたままだと水タンクふ穴が閉ま* J ません。 


，印 


mm 


み I こてく た 3 Li fl ) 


2,水タンクに水を入れてガラスカップを保温板にのせる。 


® お te み I こなるカツブ分の水をガラスカツプの水置 s 盛りではか u 、水タンク I こ移します a 
@ガラスカップ I こガラスカップふたをセットし，保湓板の中央 1 C のせます。 




[ a ] ■'ロカップをこえる水 
はいれないでくださ 
い，コ ー ヒ，があふ 
れます <■ 

■水タンクが K 形レま 
す仍で， ^ m\iAti 
a いでください a 






































1 電源プラグを差し込み、スイッチを『入 J にします。 


® 锥说ブラグ®:3ンセン M こしつかり里し込み、 
スイッチを「入」彳こ L ます a ランプが点* T し 
て加熱を始めます《 

©約3 0秒でお邐の明出が饴ま LK ガラスカップ 
につ_ヒーが落ち始めます 〇 
@コー匕一が洚下し格わったらスイッチを「如 
にして、ガラスカップを取 W 出します》 

® 对ラスカップは注ぎ〇が下にな S よラに饴けて. 
3 - t - n ップに 3 ~ヒ_をゆっく U 注 U て< 
ださい B 

0Z の RHii . し T <. T のでご 3 .SC 技い， 



•保湓する晴は _ 

ガラスカップをモのまま保溫板 I このせ ， スイッチを[法; I «時間保通にしますと、コー匕一の 
「入」：にします， _風味をうしないま¢6_ 


4.使用後は 

スイツチを「切_ 1 C してから面源ブラグをコンセントから抜きます。 


[法]參電3¢プラグ S 珙< mt , 3— H 5ひつばらすに必す電3¢プラグモ婧フ TffiLiT ください* 
參曲用 t 逢は保遇法が WK なフてい班すので％対に ftlttL ないでください， 

争畏的閻保 fl ! する_电台はお手入れの也，必ず tea してから保曾して < だ芑い， 


5■使い方(こんな時は） 

■« けてコーヒーを作る時は 

必ずスイッチを riMi I こして約5分以上待ってから「ご使用方法 J の1からの手 N 0で巧っ 
てください_ 

* 本体味いうち I こ給水レたり h 鼬かしたりすると、すぐ I こ 
SStl が出て危険です，やけどなど I こ+分注應レて < だ Sf い。 


■途中で®用をキ止する特は 

①スイッチを「切 J にし，窜? 9 プラグをコンセントから 
抜いてください， 

' J ップが終ってから，ガラスカップを^连出してく 
ださい, 

A 水タン5 tH つ. t * 本体が? Sit から本 tt . 1 こ*がかからな I 
よラにすてて<¢¢1、 


注廉 

明出□付迈に*刻に竽を fi づけ《 
いで T さい。 麻■が1_ぎ出してや 
けどをする攀垆あります a 特に R 
劫 ffi に13铒注里下さい。 


保通被13屬遇1二なリま T の Tftffl 
中や使用龕後は16刘に M れないで 
下さい, やけどの原3とな U ます。 
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ご使用方法 


アイスコーヒーの作り方 

①ホツトコーヒーと同じ手 IfiT バスケ7卜[こメッシュフイルターを 
セゥトし.コーヒー粉を入れてホルダー[こセットします， 

■A 水タンクに水を入れます。 

P 必抑ッ プ紋半分に合わせ.氷をみれます 9 
を ZJ7 プ(こ氷を入れ T. でき上がづた！)ーヒーを注いでくた’さい a 
‘© アイス琴用のコーヒー粉を便うと，より3?いしくいただけます》 

::::‘コヴプは ffln る擊が 3MJ ますので. BITMi のちのそご甲 ft くだ？い， 

免お好みによりがシ□ッ プゃ生 クリームを加え T ft 耽みくた’さい。 

f \ 

用®す*もの 
♦アイスコー ヒー 用均 

♦氷 

♦シ0ップ、 生クリ_ム 
などお好みにより 

浦コップ 

^ J 



7. お手入れの仕方 


本体 M 面*保温板 

•台所用中性洗剤を漫した布を®くしぼ^ j てふき I 洗剤が残 


ちないようにきれいにふき取ヮて<ださい. 


バス ケタ ト ■ ガラスカップ 
_台所用中性洗剤をスボンジや布など 
柔らかレ物につけて洗 u . 水て十分 
洗い流してください D 

水タンク 

•きれいな乾いた布，またはスポンジ 
でふいてください- 



注意 

必矿スイッチを「切」に L 、 
プラグを抜レて t 保溫板が S 犬て 
からお孚入れしてください* 


本体に水をかけた*入水につけた 
* J しないで(:たさい p みがき粉や 
明いタワン-ベンジン h シンナー 
などの探角 a ii 便用し な v •でく k 
さい。 s 器洗い，や《器致焯携 u 
便用しないでくだ su c 


お湯の出具合が悪くなったときは 


二 H 所中に R 常が生じたと tl ^ つぎの点を■ベくだ芒い ■ 


こんな時は 

商 « 

お扇の a が憝い 

L — 

お曲いになる Hr こ水 II など r こよ Qt 本体内のパイプ ic * 尸力が付き,お*の出が S < なることが 

ありますので t 次のよラ g し xmrn を取り除 t <ださい， 

■: i : 襦と絞り丹スを防いたレモン汁 （ 1涸分化2カップ势め水を.灯うスカップに入れよ<灌せます ■ 
■：：? ® を夕 >5に入れ^パスケット、パスケット办パーをセットした也コーヒーを作る方法 TS か 
U レモン水がが今ス”ッブに全 t 移つたら-スイッチを切ります， 

■DUX ® を t ■う一 S < り返したんがラス方ッブに残ったレモン水を推てかわりに阳:■め水を AtU 
拟 ⑽ mtr を s 〜:3回行いレモンめにお1〜を班ってください_ 
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ア フター サービスについて 



1.保证■は必ず「お H い上げ年月日」と「販売店名」拜所定#顼の纪入及び纪《内轻をご祗認のうえ，お再 
い上げの阪売店からお受け取りいただき t K 載内稃をよくお洗みのあと.大切(こ保铨してくだ？ u D 


2.保讥期盹は、お H い上げ日から1年問です。保纽期間中Iこ饯理を依賴され.るときは.お!！い上げの.明売 
IS まて-保 il 雪を添えて商品をご持多くだ？ H 保訕■の内兹(こ従って P 及充 (S で®理^彳たし卖す。 

a ■保羾期問経遇淡の修理にフ l 1 1 tu お H い上げの眼売店にご相詨くださ修理によって、嫌能が維持 
できる場含は，お客様のご要茔により有科錄理といたします D 

4J ー ヒーメーカーの_用性能部品の最低保有期阳は製渔打切淡5年です 3 _释用性能部品とは、その 
製機哈を雉持するために必要な部 a です。 

5. sa に異常のある場合には，お客棟ご白身で柊理されたI人手を加えたりすることは危険で T, 絕対 
にしな u でください 《 

6. アフターサービスについてご不明な点は、お再い上げの_亮店、または岂社ご相談 s □にお間い含わ 
せ<ださい 《 


ご相淡恶〇 

ftW い is 的 IH やお AUK 方:5についてのご相及び!* ■! 鏖サービスのこ賓巧. vt (tRH ■: LiM -:_;■«) 


豳0120 -309-408 
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燦坤日本電器株式会社 


日本本社： 1 Tiui ベ iom * 京#亨代田 E 讳相田& 

MU 党 M 甬： T0M-HM2 本:悔»扎_布中央 E 太通西 5-h9 クリーンハ,イツ&38 
仙铃常 M 閑！ T9KHMD2 窝《£«!仙#市肯 HE 二日町 S-E3 »2シャン准ール 2CM 
大阪货 M 某： IVSSS-OODS 大阪市浪速区 B 本镝本ビル 2 F 

各 SM 出强所： T4B1UM 貴文 _S# 日丼翮西*町西之保ズ僻32サンチェリイマ> シヨン西 * M2 
B 山出话甬： T7KHH1fi 局山県岡山市西之® T9-1 17カーサ U 102 

SB 党*甬 l Tai2^11 琢闭県«间市續多区谓多«杭+21-11トレーわ•セン 5- ビル M1 


日本ェ_ : 了66^13鉍兵遽_冰上 IB 布鷂町上 SlWEJil 


TEL &3•汹 37-B 331,5 
TEL : 011-222：-050E 
TEL : 022-71J-029B 
TEL : 0fi-M^1-277B 
TEL : 056Bn2i1-Z11^l 
TEL ! 〇肪■汉 1-23^B 
TEL : 09-2^15-6&04 
m : 079E-e&-272D 


- 7 - 




